
拠点・巡回型

右の図のように、
中学校区の小学校を拠点校として
勤務しながら、同じ中学校区の学
校を巡回します。生徒の様子を観
察しながら、先生方と一緒に支援
方法を検討します。
校務支援システムを活用するなど、
スムーズな情報共有を図ります。

スクールソーシャルワーカー

・校内会議、ケース会議などの参加
・状況や課題の整理、支援策の検討
・必要に応じて家庭訪問に同行
・教員ではない第三者的なかかわり
・小中連携のサポート
・社会資源の情報提供
・関係機関との連携サポート
・校内研修 など

◎登校渋りや欠席が続いているため、連絡や訪問をしているが、変化がなく困っている。

◎本人の対応について、どう対応したら良いか困っている。

◎保護者の健康状態に心配があり、児童・生徒の登校も安定せず、養育状況が心配。

◎学校からの働きかけを家庭が拒否し、保護者にも本人にも会えない。

◎ご飯を食べてきていない様子がある。

◎必要な学用品がそろっていない。

◎ひきこもり状態で社会との接点もなく、進路が心配。

スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）は、教育分野に関する知識に
加え、社会福祉等の専門的な知識・技術を用いて、児童・生徒の
置かれたさまざまな環境に働きかけて支援を行います。
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木曜日 ・ 金曜日

D小学校
（拠点校）

E中 F小 G小

巡回
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青少年相談センター

【中学校区巡回方法】※上記図の勤務曜日は例です
中学校区の小学校のうち、一校を拠点とします。
週4日勤務です。（２つの中学校区に２日ずつ勤務）
勤務時間は9：00～17：30です。

派遣型

「S SW ってどんな風に
活用したらいいの？」
今回はそんな疑問に答
える特集です

こんな時にご相談下さい 業務内容

従来通り、
①学校から各管轄の相談室へ
お電話ください。
②「派遣依頼書」の必要事項
を入力後、e-ネットSAGAMIの
メールで、当センターへご送信
ください。
SSWが学校に訪問して、一緒
に支援方法を検討します。


